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将来の夢や目標に向かって
　6月 25 日・26 日、市内小学校で「JFA こころのプロジェ
クト夢の教室」を行いました。
　教室では、アテネ五輪金メダリストの柴田亜衣さんや元Ｊ
リーガーの松橋章太さんが講師を務め、参加した児童らは、
講師の話に熱心に耳を傾け、ゲームや体験談を通じて「将来
の夢を持つことの素晴らしさや目標に向かって努力すること
の大切さ」を学んでいました。
　今後も、市内の小学校５年生を対象とした「夢の教室」を
開催する予定です。

第二小学校５年１組 第三小学校５年１組

第一小学校５年２組第一小学校５年１組
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６
月
22
日
、
改
選
後
初
め
て
の
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
議
長
に

永
田
光
臣
議
員
が
、副
議
長
に
生
田
忠
照
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
も
決
ま
り
、
新
体
制
で
の
市

議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
な
ど
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

常任委員会
総
務
委
員
会

委
員
長

馬
渡 

光
春

副
委
員
長

草
野 

勝
義

委　
員

林
田　

 

勉

楠    
晋
典

馬
場 
勝
郎

中
川 

忠
則

永
田 

光
臣

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長

種
村 

繁
德

副
委
員
長

松
井 

大
助

委　
員

生
田 

忠
照

松
坂 

昌
應

濱
﨑 

清
志

本
田 

順
也

教
育
厚
生
委
員
会

委
員
長

上
田 

義
定

副
委
員
長

永
尾 

邦
忠

委　
員

本
多 

秀
樹

本
田 

み
え

北
浦 

守
金

島
田 

一
徳

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

北
浦 

守
金

副
委
員
長

林
田 　
勉

委　
員

楠 　
晋
典

濱
﨑 

清
志

本
田 

順
也

中
川 

忠
則

市議会の新体制がスタートしました

永田 光臣 議員

議　長

生田 忠照 議員

副議長

監
査
委
員
に
濱
﨑
清
志 

議
員

　
７
月
13
日
に
開
か
れ
た
本
会
議
で
、

濱
﨑
清
志
議
員
が
市
議
会
の
同
意
を
得

て
、
島
原
市
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
市
の
財
務
や
経
営
に
か

か
る
事
務
の
監
査
業
務
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 濱﨑 清志 議員島田 一徳 議員

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
に
輝
く

　
６
月
17
日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

第
91
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

で
、
島
田
一
徳
議
員
が
勤
続
二
十
年
以

上
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
に
開
か
れ
た
本
会
議
で
、

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
お
よ
び
広

域
連
合
議
会
議
員
な
ど
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
選
ば
れ
た
議
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
員

　
楠　

 

晋
典　
濱
﨑 

清
志

　
馬
場 

勝
郎　
中
川 

忠
則

　
永
田 

光
臣

県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
議
会
議
員

　
林
田　

 

勉　
本
多 

秀
樹

　
馬
渡 

光
春　

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

　
本
田 

み
え

長
崎
県
病
院
企
業
団
議
会
議
員

　
永
尾 

邦
忠

島
原
市
農
業
委
員
会
委
員
（
選
任
）

　
馬
渡 
光
春　
種
村 

繁
德

　
馬
場 
勝
郎　
北
浦 

守
金

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

な
ど
が
選
ば
れ
る
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～より良いまちづくりのために～

「市長を囲む地域懇談会」を開催します
　住みやすいまちづくりの推進に向け、市民と市長
がひざを交えて話し合う地域懇談会を次の予定で開
催します。
　懇談会はお住まいの地区に関係なく市民ならどな
たでも参加することができます。
▶聴覚が不自由な人へ
　会場に要約筆記（発言内容を要約し、会場内の前
方スクリーンに文字を映し出す）および手話通訳を
配置しますので、気軽に参加してください
▶問い合わせ先
　秘書人事課秘書広報班（☎ 63-1111 内線 124）

地　区 日　時（予定） 会　場
三　会 ８月   6 日（木）19 時～ 三会農村環境改善センター
安　中 ８月 11 日（火）19 時～ 安中公民館
杉　谷 ８月 18 日（火）19 時～ 杉谷公民館
白　山 ８月 20 日（木）19 時～ 白山公民館
有　明 ８月 21 日（金）19 時～ 有明総合文化会館
森　岳 ８月 25 日（火）19 時～ 森岳公民館
霊　丘 ８月 26 日（水）19 時～ 霊丘公民館

昨年は延べ約 350 人の参加があり、
さまざまな意見や提案が出されました

要約筆記と手話通訳を配置します

　
市
で
は
市
民
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
聴
き
、
市
政
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
市
長
へ
の
ポ
ス
ト
（
市
内
12
カ
所
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
も
結
構
で
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
部
署
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w

w
. city.shim

abara.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
人
事
課
秘
書
広
報
班

　
（
☎
�
１
１
１
１
内
線
１
２
４
）

投
函
す
る
際
の
お
願
い

※
紙
面
に
は
、
氏
名
・
住
所
・

　
電
話
番
号
を
明
記
し
、
匿
名

　
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
紙
面
は
、
秘
密
保
持
の
た
め

　
封
を
し
て
く
だ
さ
い

・
本
庁
西
側
玄
関

・
有
明
庁
舎
玄
関

・
三
会
農
村
環
境
改
善

  

セ
ン
タ
ー

・
杉
谷
公
民
館

・
森
岳
公
民
館

・
霊
丘
公
民
館

・
白
山
公
民
館

・
安
中
公
民
館

・
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

・
島
原
図
書
館

・
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
有
明
総
合
文
化
会
館

市
長
へ
の
ポ
ス
ト
設
置
場
所（
市
内
12
カ
所
）

～
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
～

市
政
に
対
す
る「
ご
意
見・ご
提
案
」

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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～来てみんね・住んでみんね・よかとこばい～

「市有地分譲地売却促進・定住促進事業 奨励金」を交付します

①市有地分譲地売却促進奨励金
　分譲地を購入した人（法人を含む）に、土地購入代金の 10％（千円未満切捨）を交付します。
　▶申請期間　売買契約日から１年以内

　市では、今年度の新規事業として、一人でも多くの人に島原に住んでもらおうと、市有地（仁
田住宅団地分譲地 29区画、安中地区分譲地 13区画）の「分譲地を購入した人」、「分譲地に家を
建てた人」、「分譲地に家を建て定住した人」に対し、次のとおり奨励金を交付します。
　なお、奨励金を受けるには申請手続きが必要です。詳しくは契約管財課財産管理班に問い合わ
せてください。

平成 27年度新規事業

③定住促進（若年世帯移住）奨励金
　購入した分譲地に家を新築し、県外から初めて
島原市に移住した、配偶者および小学生以下の同
居家族がいる 40 歳以下の人に、土地購入代金の
うち本人が負担した額（１万円未満切捨）を上限
として、①の金額を定住の翌年度から最長９年間
交付します。
※最長９年間受けると、①の奨励金と合わせて、
　土地購入代相当になります
※該当者が複数の場合は抽選と 
　なります
▶申請期間
　定住した日の翌年度の 10 月
　１日から３月 31 日まで

②定住促進（新築）奨励金
　本人または親族が購入した分譲地の
売買契約日から、３年以内に住居を新築
して住民登録をした人に、次のうち少な
い額を交付します。
・住宅建築契約のうち、本人が負担した
　額の 10％（千円未満切捨）
・50 万円（市内事業者
　施工の場合）または
　30 万円（市外事業者
　施工の場合）
▶申請期間
　定住した日から１年
　以内

▶申込方法　契約管財課に備え付けの所定の申請書類に必要事項を記入し、必要書類を添付の上、
　契約管財課財産管理班に提出してください。申請書は市ホームページ（http://www.city.
　shimabara.lg.jp/）からダウンロードできます
▶問い合わせ先　契約管財課財産管理班（☎ 63-1111 内線 261）



付けない
　食材や手はもちろん、肉や
魚を扱ったま
な板や包丁も
こまめに洗い
ましょう
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食中毒にご注意を！
　食中毒は季節を問わず年間を通して発生しますが、気温や湿度の高い夏は食中毒の発
生しやすい季節です。特に子ども、お年寄り、抵抗力の弱い人は注意が必要です。
　毎日のちょっとした心がけで食中毒は予防できます。次の食中毒予防の３原則を守っ
て食中毒を防ぎましょう。

▶問い合わせ先　環境課環境班（☎ 63-1111 内線 192・194）

細菌などを細菌などを細菌などを「付けない」「増やさない」「付けない」「増やさない」「付けない」「増やさない」「「「やっつける」やっつける」やっつける」

増やさない
　調理したらすぐに食べ、保
存する場合は
冷ましてから
冷蔵庫へ入れ
ましょう

やっつける
　調理をする際は十分に加熱
をしましょう

フグ毒にもご用心
　フグの素人調理が原因で、食中毒が発生しています。釣ったり、人からもらったりしたフ
グを素人が調理し、食べることは絶対にやめましょう。

　夏の恒例、土曜夜市が今年も開催中。屋台
や出店、イベントなど多彩な催しをお楽しみ
ください。
▶問い合わせ先　万町商店街（☎ 64-2760）
　　　　　　　　島原一番街（☎ 63-2503）

　夏の恒例、みなと夏まつりが開催されます。
屋台や出店、魚のつかみ取りなど多彩な催し
をお楽しみください。
▶問い合わせ先
　みなと商店街（前中商店☎ 62-2942）

竹とワラで作った精霊船に島原独特の切子
灯ろうを飾りつけた精霊流しです。
※当日は会場周辺で交通規制があります　
▶問い合わせ先
　精霊流し行事実施協議会（しまばら観光お
もてなし課内☎ 63-1111 内線 212）

　夏の夜空を彩る花火大会が開催されます。
記念大会にちなんだ 6075発の花火が約 1時
間連続で打ち上げられます。
※当日は会場周辺で交通規制があります
▶問い合わせ先
　島原温泉観光協会（☎ 62-3986）

島原の夏のイベント
土曜夜市
8 月 1日（土）・8日（土）　18時 30分～
一番街アーケード、万町商店街

精霊流し
8 月 15日（土）19時～
市内各所

みなと夏まつり
8 月 21日（金）18時～
みなと商店街

島原温泉ガマダス花火大会
8 月 27日（木）20時 30分～※雨天時は順延
島原港

しまばらの夏はイベント盛りだくさん

～島原市制施行 75周年記念～



８月１日は「水の日」
８月１日～７日は「水の週間」

し
ま
ば
ら
と
水

　
本
市
は
、
古
く
か
ら
「
水
の
都
」
と
呼

ば
れ
、
市
内
い
た
る
所
か
ら
水
が
湧
き
出

て
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
大
切

に
利
用
、
管
理
保

全
さ
れ
て
き
た
本

市
の
水
は
、
昭
和

60
年
に
環
境
庁
か

ら
「
名
水
百
選
」

に
、
平
成
７
年
に

は
国
土
庁
か
ら

「
水
の
郷さ

と
」
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
水
を
未
来
へ

　
市
で
は
、
目
に
見
え
な
い
地
下
水
の
現

状
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
７
年
か
ら
、

市
内
40
カ
所
の
湧
水
量
を
毎
月
調
査
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
一
日
平
均
の
湧
水

量
は
、
平
成
26
年
が
約
４
万
８
千
ト
ン
、

平
成
７
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
平
均
は

約
４
万
５
千
ト
ン
で
、
毎
年
変
動
し
て
お

り
、
湧
水
量
の
推
移
と
年
間
降
水
量
を
み

る
と
、
降
水
量
の
増
減
に
伴
っ
て
変
動
が

見
ら
れ
ま
す
。

地
下
水
保
全
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、「
島
原
市
地
下
水
保
全
要
綱
」

を
制
定
し
、
地
下
水
の
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
限
り
あ
る
自
然
の
恵
み
と
し

て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
ボ

ー
リ
ン
グ
な
ど
で
地
下
水
を
採
取
す
る
人

は
、次
の
こ
と
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
地
下
水
を
採
取
し
て
い
る
人

・
利
用
し
な
い
地
下
水
の
放
流
停
止
に
努

　
め
て
く
だ
さ
い

・
必
要
最
小
限
度
の
揚
水
量
の
採
取
に
努

　
め
て
く
だ
さ
い

今
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
設
置
す
る
人

・
地
下
水
採
取
の
現
況
把
握
の
た
め
「
地

　
下
水
採
取
計
画
書
」
な
ど
の
届
け
出
を

　
お
願
い
し
ま
す

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
は
常
に
同
じ
状
態
で
な
く
、
気

象
や
環
境
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
水
質

が
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
飲
み
水

と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
年
に
一
回
水
質
検
査
を
受
け
る

・
井
戸
の
回
り
を
点
検
す
る

・
味
や
色
が
変
わ
っ
た
な
ど
お
か
し
い
と

　
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

　
保
健
所
な
ど
へ
連
絡

　
す
る

※
飲
み
水
は
安
全
な
水 

　
道
水
を
利
用
す
る
こ

　
と
を
お
勧
め
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
班

　
（
☎
�
１
１
１
１
内
線
１
９
４
）
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湧水庭園「四明荘」



～豊かで潤いのある地域づくりを応援します～

「がまだす地域づくり事業」を募集しています
　
市
で
は
、
市
民
が
自
ら
考
え
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

町
内
会
・
自
治
会
や
市
民
団
体
が
実
施
す
る
活
動
に
対
し
て
「
島
原
市
が
ま
だ
す
地

域
づ
く
り
補
助
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会

▼
対
象
と
な
る
事
業

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

①
地
域
見
守
り
事
業
（
ご
み
出
し
支
援
、　

　
声
か
け
な
ど
）

②
環
境
美
化
事
業
（
自
主
的
な
清
掃
活
動
、　

　
植
栽
活
動
な
ど
）

③
絆
・
交
流
活
性
化
事
業
（
世
代
間
交
流　

　
行
事
な
ど
）

※
新
規
性
ま
た
は
拡
充
性
の
あ
る
事
業
に　

　
限
り
対
象
で
す

▼
補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
の
額　

で
、
１
事
業
に
つ
き
10
万
円
を
限
度
額

市
民
団
体

▼
対
象
と
な
る
事
業

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
業

①
市
民
の
福
祉
向
上
ま
た
は
公
益
上
の
必　

　
要
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業

②
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
（
関
連
事
業　

　
の
市
外
で
の
実
施
も
可
と
す
る
）

③
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る　

　
事
業

④
新
た
に
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目　

　
指
し
て
実
施
す
る
事
業

▼
補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

で
、
１
事
業
に
つ
き
10
万
円
を
限
度
額

申
請
方
法

　
政
策
企
画
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
政
策
企
画
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
先
着
順
に
書
類
審
査
を
行
い
、
補
助
金
の

　
交
付
を
決
定
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　
政
策
企
画
課
地
域
・
婚
活

班
（
☎
�
１
１
１
１
内
線
１
４
２
）

　向之原自治会では平成 26年
度にこの事業を活用して「グラ
ウンドゴルフによる健康増進や
交流促進」に取り組みました。
　その他の町内会・自治会でも、
「公園にテーブルやベンチを設
置した憩いの場づくり」や「環
境美化の強化」
などに取り組
んでいます。

「がまだす地域づくり事業」を活用した地域の取り組み

7　　平成 27.8.

▶と　き　10月 18日（日）正午～ 16時ごろ
▶コース　島原城から白土湖まで
▶配　役　主催者が決定します
▶対象者　コースを完歩できる健康な人
※歴史仮装行列隊は、事前に振り付けなどの練習を
　行う予定です
▶応募期限　８月 31日（月）まで

　しまばら温泉不知火まつりの「歴史文化市中パレード」に参加してみませんか。島原城築城から現在
に至るまでの島原の歴史や文化を表現する勇壮なパレードです。
　松倉重政公、天草四郎、松平忠房公などの歴史人物をリーダーに、めったに着る機会がない鎧甲冑や
キリシタン宣教師などの衣装をまとった「歴史仮装行列隊」、また、郷土芸能・伝統芸能や、子ども会・
各種団体・企業ＰＲなどの「山車・踊り・ＰＲ隊」に参加して島原の元気を発信しませんか。

▶応募・問い合わせ先　しまばら温泉不知火まつり振興会（しまばら観光おもてなし課内☎63-1111内線212）

歴史文化市中パレード 出演者募集中
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婦人検診（集団）を受けましょう

子宮がん検診
　▶対象者　職場で検診がない市内に住所を有す
　　　　　　る 20歳以上の女性（申し込み不要）
　▶検査方法　細胞診・内診
　▶個人負担額　300円
乳がん検診
　▶対象者　職場で検診がない市内に住所を有す
　　　　　　る 40歳以上の女性　
　▶検診人数（先着順）午前 60人・午後 50人
　▶検査方法　視触診およびマンモグラフィ
　▶個人負担額　500円
　▶申込方法　8月 3日（月）から 8月 14日（金）
　　　　　　　までに、電話で市保健センターへ
　　　　　　　申し込んでください
　※受付の時間帯を次のとおり２回に分けますの
　　で、希望の時間をお知らせください	
　　午前：① 9時～ 9時 30分
　　　　　② 10時～ 10時 30分	
　　午後：③ 13時 30分～ 14時
　　　　　④ 14時 30分～ 15時	
　（申込期間終了後、定員に満たない場合は受付
　できますので、問い合わせください）	

骨
こつそ
粗しょう症検診

　▶対象者　平成28年4月1日時点で40・45・
　　　　　　50・55・60・65・70歳の市内に
　　　　　		住所を有する女性　　　　　　
　▶検査方法　前腕のレントゲン検査
　▶実施日程　下表の○印の日のみ実施
　▶個人負担額　400円
　

日　程 受付時間 会　場 骨粗

８
月

17 日
（月）

９:00 ～ 10:30
島原市医師会館 ○

13:30 ～ 15:00

18 日
（火）

９:00 ～ 10:30
島原市医師会館

13:30 ～ 15:00

19 日
（水）

９:00 ～ 10:30
安中公民館 ○

13:30 ～ 15:00

20 日
（木）

９:00 ～ 10:30
島原文化会館

13:30 ～ 15:00

21 日
（金）

９:00 ～ 10:30
島原文化会館 ○

13:30 ～ 15:00

　市では、子宮がんや乳がんを早期に発見し、適切な治療に結びつけるために、
市民を対象とした婦人検診（集団）を実施します。

日時および検診会場
日　程 受付時間 会　場 骨粗

８
月

24 日
（月）

９:00 ～ 10:30
市保健センター ○

13:30 ～ 15:00

25 日
（火）

９:00 ～ 10:30
市保健センター

13:30 ～ 15:00

26 日
（水）

９:00 ～ 10:30 三会農村環境改善センター ○
13:30 ～ 15:00 杉谷公民館

27日
（木）

９:00 ～ 10:30
有明保健センター

13:30 ～ 15:00

28 日
（金）

９:00 ～ 10:30
有明保健センター ○

13:30 ～ 15:00

いきいき健康ポイント事業

▶問い合わせ先　市保健センター（☎ 64-7713・64-7715）

※妊娠または妊娠している可能性のある人は、
　受診を控えてください
※次のいずれかに該当する人は、証明書などを
　提出すると、個人負担が無料になります
　・70歳以上の人⇒年齢が確認できるもの
　・市民税非課税世帯⇒平成 27年度の非課税
　　証明書（写し可）
　　※証明書は税務課、市民窓口サービス課、
　　　三会出張所、有明支所で発行（有料）
　・70歳未満の後期高齢者医療被保険者
　　⇒保険証の写し
　・生活保護世帯⇒生活保護受給証明書（写し
　　可）※証明書は福祉課保護班で発行
　・クーポン券が届いている人⇒クーポン券
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「災害発生時における協力に関する協定書」締結
災害時の対応がより一層充実

　６月 19 日、市内郵便局と市が「災害発生
時における協力に関する協定」を結びました。
　この協定は、災害発生時に緊急車両として
の車両の提供や避難先リストの情報の相互提
供など、必要な対応を円滑に行うことを目的
としたものです。
　今回の協定締結により、災害発生時の対応
がより一層強化されました。

100 歳おめでとうございます

古賀 スイさん
（６月 25 日生）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
６
月
市
議
会
定
例
会
で
、
公
平
委

員
会
委
員
に
林
敏
明
さ
ん
（
津
町
・

新
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
職
員
の
不
利
益
処
分

に
関
す
る
不
服
申
し
立
て
の
審
査
な

ど
、
公
平
委
員
会
委
員
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

香港ジオパークの学生ら来島
雲仙・普賢岳噴火災害の猛威を実感

　６月 29 日、島原半島ジオパークと協力関
係にある香港ジオパークの大学生ら 34 人が
来島しました。
　島原半島を訪れた一行は、雲仙岳災害記念
館などを見学し、噴火災害での火砕流や土石
流の猛威を学んだほか、島原の特産品を使っ
ただご汁調理も体験していました。

「社会を明るくする運動」啓発活動
犯罪や非行のない地域社会を目指して

　7 月 1 日、7 月の「社会を明るくする運動」
強調月間に合わせ、犯罪や非行のない地域づ
くりについて理解を深めるため、社会を明る
くする運動島原地区推進委員会の皆さんをは
じめ、古川市長らが島原駅で通勤・通学する
人へリーフレットを配布するなどして啓発活
動を行いました。



島原半島ジオパーク協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

　
毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
そ
の

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　
今
回
は
南
島
原
市
内
に
あ
る
「
土
石
流
被
災

家
屋
保
存
公
園
」
で
す
。

　
火
山
噴
火
が
起
こ
る
と
、
大
量
の
火
山
噴
出

物
が
火
口
の
近
く
に
た
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

土
砂
は
完
全
に
固
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
大
雨

が
降
れ
ば
表
面
が
削
ら
れ
て
、
麓
ま
で
流
れ
て

き
ま
す
。
そ
れ
が
土
石
流
で
す
。

　
平
成
2
年
（
１
９
９
０
年
）
11
月
17
日
か
ら

始
ま
っ
た
平
成
噴
火
で
は
、
火
砕
流
に
加
え
て

土
石
流
も
頻
繁
に
発

生
し
ま
し
た
。
大
雨

時
に
発
生
し
た
土
石

流
に
よ
っ
て
国
道
や

鉄
道
が
何
度
も
寸
断

さ
れ
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
奇

跡
的
に
人
的
被
害
は

な
か
っ
た
も
の
の
、

土
石
流
の
被
害
に
遭
っ
た
家
屋
が
１
６
９
２
棟

に
達
す
る
な
ど
、
多
く
の
財
産
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
道
の
駅
「
み
ず
な
し
本
陣
ふ
か
え
」
に
隣
接

す
る
「
土
石
流
被
災
家
屋
保
存
公
園
」
に
は
、

土
石
流
の
被
害
を
受
け
た
家
屋
11
棟
が
当
時
の

姿
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
を
襲
っ
た

土
石
流
は
平
成
4
年
（
１
９
９
２
年
）
8
月
8

日
か
ら
14
日
の
間
に
発
生
し
た
も
の
で
、
そ
の

一
部
は
、
台
風
に
伴
う
豪
雨
の
最
中
に
発
生
し

た
規
模
の
大
き
な
火

砕
流
の
一
部
が
大
量

の
雨
水
と
混
ざ
り
、

高
温
の
土
石
流
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
場
所
に
た
ま
っ

た
土
砂
の
厚
さ
は
お

よ
そ
3
メ
ー
ト
ル
に

達
し
ま
す
。こ
れ
は
、

地
下
を
3
メ
ー
ト
ル

掘
れ
ば
、
噴
火
前
の
地
面
が
出
て
く
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
山
噴
火
に
伴
っ
て
発
生
し
た

土
石
流
の
被
害
を
受
け
た
家
屋
群
を
そ
の
ま
ま

の
姿
で
保
存
し
て
い
る
場
所
は
国
内
に
例
が
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
の

公
園
は
火
山
災
害
の

怖
さ
を
伝
え
る
大
変

重
要
な
遺
構
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
土
石
流
は
、
火
山

噴
火
だ
け
で
な
く
大

雨
に
よ
っ
て
も
発
生

し
ま
す
。
島
原
半
島

で
は
、
今
年
の
6
月

10
日
か
ら
続
い
た
豪
雨
の
際
に
、
赤
松
谷
川
の

上
流
域
で
小
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
大
雨
時
に
は
土

石
流
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
避

難
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
災
害
時
へ
の
備
え

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
次
回
は
、
小
浜
温
泉
を
紹
介
し
ま
す
。
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火
山
災
害
を
伝
承
す
る
「
貴
重
な
遺
構
」

～災害を今に伝える遺構～
土石流被災家屋保存公園

未
曽
有
の
噴
火
災
害
に
よ
る
被
害

一部の家屋群にはテント
がかけられています

土石流被災家屋保存公園に
保存されている家屋群

「天草ジオパークジオツアー」参加者募集

▶と　き　10 月４日（日）　▶ところ  天草ジオパーク（熊本県天草市）
▶集合時間・場所　7 時　島原市役所 大手浜駐車場
▶定　員　40 人（先着順）
▶参加費　大人 3500 円（中学生以上）・子ども 2500 円（小学生以下）
　　　　　（交通費・昼食代・ガイド料・保険料込）
▶申込期間　8 月 17 日（月）～ 9 月 11 日（金）　9 時～ 17 時
▶申込方法　島鉄観光（☎ 63-2341）に電話で申し込んでください
▶問い合わせ先　島原半島ジオパーク協議会（☎ 65-5540）

土石流によって寸断された
国道 251 号（平成３年）

　「天草ジオパーク」を楽しむジオツアーを次のとおり開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

育  児  サ  ー  ク  ル
笑顔で子育て

　育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるように、情報交換と友だちづくりのきっかけ
となるような場を設け、参加者の交流を行っています。 
　食生活改善推進員・ありあけ母親クラブによる手作りおやつも
あります。

育児ワンポイント
冷たい物の取りすぎに注意しましょう！
　暑くなってくると冷たい食べ物や飲み物を多く取り
がちです。
　冷たい物を取りすぎると、胃腸が弱り、消化が悪く
なります。そして、免疫力が低下し、体調不良を起こ
しやすくなります。
　冷たい食べ物や飲み物はできるだけ避け
て、この暑い夏を乗り切りましょう。

８月の育児サークル　10時～ 12時
育児サークル 内　容 場　所
きらら kids

（第１火曜日）
８月４日（火）
夏のクッキング 有明保健センター

こいこいひろば
（第１水曜日）

８月５日（水）
エンジョイ！フラダンス 霊丘公民館

にこにこ kids
（第１木曜日）

８月６日（木）
夏の遊び 安中公民館

のびのび kids
（第２火曜日）

８月 11 日（火）
ベビーダンス

三会農村環境改善
センター

すくすくげん kids
（第３木曜日）

８月 20 日（木）
あやしうた・わらべうた 杉谷公民館

ぱぴぷキッズ
（第４木曜日）

８月 27 日（木）
楽しい水遊び 児童館

第34回　わくわく交流会のお知らせ
▶と　き　８月７日（金）　10 時～（受付 9 時 30 分～）　
▶ところ　市保健センター
▶内　容　親子で楽しむヨガ
　　　　　※食生活改善推進員の皆さんの手作りおやつもあり
　　　　　　ます
▶対象者　市内在住で子育てをしている母親とその子ども
▶参加料　無料
▶定　員　親子 50 組（先着順）
▶講　師　廣瀬嘉澄 先生
▶申込方法　事前に子育て支援室に電話で申し込んでください 親子で楽しむヨガ

夏のクッキング
（８月４日開催）

エンジョイ！フラダンス
（８月５日開催）

E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

11　　平成 27.8.



保健センターだより ■ 市 保 健 セ ン タ ー（☎６４－７７１３）
■ 有明保健センター（☎６８－５３３５）
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　「健康づくり推進員」募集中　～一緒に健康で元気に暮らせるまちづくりを目指しませんか～
　健康について学習したり、地域の人へ健診を勧めるなど健康づくりのための
ボランティア活動を行う「健康づくり推進員」を募集しています。
▶対象者　研修会に参加した後、地域で健康づくりのための活動ができる人
▶研修会　9 月 24 日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分
▶募集期間　8 月 14 日（金）まで
▶申し込み・問い合わせ先　市保健センター

いきいき健康ポイント対象事業 ～続けよう健康づくり　集めよう健康ポイント～

～日常生活を快適に～
 「からだ元気運動教室」参加者募集
　年齢に関係なく誰にでも気軽にできる運動を始め
てみませんか。
▶と　き　９月２日（水）、10 月６日（火）、11 月
　　　　　30 日（月）、12 月 18 日（金）（全４回）
　　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
▶ところ　市保健センター
▶内　容　第 1 回「ポールウォーキング」
▶対象者　40 歳～ 74 歳の人
▶参加料　無料
▶募集人数　20 人
▶募集期間　8 月 31 日（月）まで
▶申し込み・問い合わせ先　市保健センター

～食後高血糖にご注意！～
 「栄養教室」参加者募集
　食欲の秋！食べすぎが気になる季節です。いつも
の食事にひと工夫して食後の高血糖を予防しましょ
う。
▶と　き　９月３日（木）
　　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▶ところ　市保健センター
▶内　容　「食べ方にひと工夫！食後高血糖の予防」
▶対象者　40 歳～ 70 歳の人
▶参加料　無料
▶募集人数　20 人
▶募集期間　8 月 31 日（月）まで
▶申し込み・問い合わせ先
　市保健センター

～ ｢からだキレイ」の秘訣はやっぱり食事・運動・睡眠～
 「ｍｙ☆健康サプリ教室」参加者募集
　「食事」・「運動」・「睡眠」は健康づくりの基本です。
　毎回、各分野のスペシャリストを講師に迎えての
教室です。日常生活ですぐに使える健康づくりのコ
ツを一緒に学びませんか。
▶と　き　９月 11 日（金）、10 月 7 日（水）、
　　　　　11 月 9 日（月）（全３回）　　　　　　
　　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▶ところ　有明保健センター
▶内　容　第 1 回　野菜ソムリエ直伝！　　　　　
　　　　　「おいしい減塩野菜レシピ」
▶対象者　40 歳以上の人
▶参加料　無料
▶募集人数　20 人
▶募集期間　９月４日（金）まで
▶申し込み・問い合わせ先　市保健センター

～脳の若返りで健康長寿～
 「認知症予防教室」参加者募集
　認知症は誰にでも起こりうる病気です。認知症の
正しい知識や効果的な予防法を学びませんか。

▶と　き　９月８日（火）・29 日（火）、10 月 13
　　　　　日（火）・27 日（火）　（全４回）　　　
　　13 時 30 分～ 15 時
▶ところ　市保健センター
▶内　容　認知症の基礎知識、認知症予防の生活習
　　　　　慣、脳活性化ゲームなど
▶対象者　65 歳以上の人
▶参加料　無料
▶募集人数　30 人
▶募集期間　8 月 31 日（月）まで
▶申し込み・問い合わせ先　市保健センター

健康づくり推進員に
よる開眼片足立測定



休日当番の お医者さん
歯医者さん月

●  小児の日曜診療所  ●
☎６３－０２０２（受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

健康テレホンサービス

☎ ＴＥＬ ０１２０－５５５－２０３
ＴＥＬ ０９５－８２６－５５１１

日 医 療 機 関 電話番号

２
日
㈰

わたなべ内科クリニック 　　 中 安 徳 町 62-1515
酒井外科胃腸科医院　　 宮 の 町 62-6655
長 田 医 院 　 雲仙市瑞穂町 77-3622
松 本 歯 科 医 院 　 有明町大三東 68-3872

９
日
㈰

かわはら内科胃腸科医院 　　 坂 上 町 62-5413
稲田整形外科医院 　 片 町 62-6355
永 吉 医 院 　 雲仙市吾妻町 38-2015
まつおデンタルクリニック 　　 北 門 町 65-0233

15
日
㈯

魚 住 医 院 　 城内一丁目 63-2286
宮 田 小 児 科 医 院 　 上の原二丁目 62-5045
池 田 病 院 　 湖 南 町 62-5161
松井歯科医院 　 有明町大三東 68-0011

16
日
㈰

坂本内科医院 　 親 和 町 63-4641
い と う 整 形 外 科  　 広 馬 場 町 61-0110
安 藤 病 院 　 雲仙市吾妻町 38-2152
清水歯科医院 　 亀 の 甲 町 63-4848

23
日
㈰

くすのきクリニック  　 有明町大三東 68-5500
山 口 外 科 胃 腸 科 医 院 　　 大 手 原 町 62-3200
愛野ありあけ病院  　 雲仙市愛野町 36-0153
い な だ 歯 科 　 加 美 町 62-2901

30
日
㈰

喜多内科医院 　 弁天町二丁目 62-5101
島原整形外科西村クリニック　　　 下 川 尻 町 62-0888
松 本 医 院 　 雲仙市愛野町 36-0053
森 元 歯 科 ク リ ニ ッ ク 　　 有明町大三東 68-0017

９
月
６
日
㈰

おかもと内科 　 柏 野 町 65-0500
土井外科消化器内科医院 　　 中 町 62-6305
中村眼科医院 　 雲仙市愛野町 36-1060
宮 﨑 歯 科 医 院 　 萩 原 二 丁 目 62-1180

※７月 15 日現在の内容です

８
　
　月

月 食中毒にご用心

火 腕のしびれがみられたら
胸郭出口症候群

水 夏場に多い手足口病
木 緑内障治療としての手術
金 舌痛症でお困りの方へ

土・日 生理不順

 市内当番医 ９時～ 18 時

内

内

内

小

内

整

内

 市外当番医 ９時～ 17 時
 当番歯科医 ９時～ 12 時

市内当番医診療科目

外

内

整

内

内

外

整

外

　 内科 　   外科
 　小児科 　整形外科
内 外
小 整

～「夏バテ」チェックリスト～
□火を使わない料理が多い
□食事は麺類やアイス、果物など簡単に済ませがち
□野菜はほとんど食べない
□冷たいジュースや炭酸飲料、ビールをたくさん飲む
□水分を控えて汗をかかないようにしている 
□冷房の効いた場所にいることが多い
□暑いので入浴はシャワーで簡単に済ませる
□寝るときもクーラーをかけて寝ている
□夜遅くまで起きている
□運動はほとんどしない

８ 「夏バテ」を予防しましょう
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　「夏バテ」とは、暑さからくる食欲の低下や食事の偏り、睡眠
不足、暑い屋外と冷房の効いた室内との温度差に身体がうまく
対処できないなどにより体調不良をもたらす状態をいいます

　「夏バテ」しやすい生活習慣

　「夏バテ」防止のための４つの習慣

当てはまるものはいくつありましたか？ 
チェック数が多い人は注意が必要です

①冷房温度を調節しましょう
　暑い屋外と冷房の効いた室内との温度差が 5 度以上になる
と身体がその変化についていくことができ
ません。
　冷房温度は 28 度くらいに調整しましょう。

②冷たい飲み物をがぶ飲みしないようにしましょう
　冷たい飲み物を取りすぎると、胃液が薄まり消
化機能が低下します。また、甘いジュースや炭酸
飲料に入っている砂糖の摂りすぎは、疲労感を増
したり、食欲不振の原因にもなります。

③たんぱく質、ビタミン、ミネラルを摂りましょう
　たんぱく質はエネルギー源となり、ビタミン B 群やミネラル
は代謝の活性化や体の調子を整える働きがあります。
　うなぎや豚肉、大豆製品（納豆、豆腐など）、青魚（サ
バ、アジなど）、夏野菜（トマト、きゅうり、オク
ラなど）に豊富に含まれています。

④適度な運動をしましょう
　適度な運動をして汗をかくことは、身体の温度
調節のためにとても重要で、血流も良くなり、老
廃物も出ていきます。涼しい夕方などにちょっと
歩いてみるなど、適度な運動をしましょう。
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島
原
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
家
は
三

河
国
深ふ
こ
う
ず溝
（
現
愛
知
県
幸
田
町
）
の

出
身
で
す
。
幕
府
の
命
令
に
従
い
、

い
く
つ
も
の
領
地
を
経
て
島
原
に
赴

任
し
た
松
平
家
で
し
た
が
、
歴
代
の

藩
主
が
亡
く
な
る
と
、
必
ず
菩
提
寺

で
あ
る
深
溝
の
本
光
寺
に
葬
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
藩
主
の
廟
び
ょ
う
も
り守(

墓

守)

を
任
さ
れ
て
い
た
の
は
横
落
家

で
し
た
。

　
横
落
家
は
、
松
平
家
に
つ
き
従
っ

て
島
原
に
移
り
住
ん
だ
家
臣
で
し
た

が
、１
６
８
７
年
（
貞
享
４
年) 

に
、

深
溝
の
藩
主
墓
所
を
世
話
す
る
た

め
、
三
河
国
深
溝
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。　

　
横
落
家
の
仕
事
は
、
島
原
藩
か
ら

の
送
金
を
受
け
、
深
溝
の
本
光
寺
で

藩
主
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
や
御
所
の

維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
藩
主
が
亡
く
な
っ
た
時
に

は
、
い
ち
早
く
藩
主
死
亡
の
連
絡
が

横
落
家
に
入
り
、
埋
葬
の
準
備
や
葬

儀
・
法
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
横
落
家
は
深
溝
に
定
住
し
、
代
々

廟
守
を
勤
め
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

入
り
、
島
原
藩
が
廃
藩
と
な
っ
た
後

も
、
横
落
家
は
現
地
に
残
り
子
孫
が

本
光
寺
の
隣
地
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
の
行
き
来
に
つ
い

て
知
る
と
、
ま
す
ま
す
島
原
市
と
幸

田
町
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
感
じ

ま
す
。

　
島
原
市
と
幸
田
町
は
平
成
26
年
10

月
に
「
歴
史
と
文
化
の
友
好
交
流
促

進
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
今
年
10
月
に
は
、
島
原
市
民
の
訪

問
団
が
幸
田
町
を
訪
れ
る
予
定
で
あ

り
、
ま
す
ま
す
交
流
が
進
む
こ
と
で

し
ょ
う
。

ー

　藩
主
の
墓
の
お
世
話
役 

横よ
こ
お
ち落

家け

　ー

　
土
曜
日
の
朝
、
島
原
高
校
の
体
育
館
か

ら
「
一
、二
の
三
、
ジ
ャ
ン
プ
」
と
元
気

な
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
体
操
を
通
じ
て
、

健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
「
島
原
市
体
操
協
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
「
島
原
市
体
操
協
会
」
は
、
昭
和
48
年

か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
の
主

な
活
動
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
の

10
時
か
ら
２
時
間
程
度
、「
ジ
ュ
ニ
ア
体

操
ク
ラ
ブ
」
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
体
操
の

指
導
と
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
松
﨑
忠
明
さ
ん
に
話
を
伺
う

と
、「
体
操
は
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基

本
と
な
る
運
動
で
す
。
柔
軟
性
、
敏
し
ょ

う
性
、
瞬
発
力
な
ど
が
体
操
を
す
る
こ
と

で
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
体
が
硬

い
子
ど
も
た
ち
が
多
い
の
で
、
体
操
を
通

じ
て
運
動
の
基
本
を
楽
し
く
身
に
付
け
て

ほ
し
い
で
す
ね
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
毎
年
、
夏
休
み
に
小
学
生
を

対
象
と
し
た
『
夏
の
体
操
教
室
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
８
月
23
日
（
日
）

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
随
時
、
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
親
子
で
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
協
会
で
は
、「
ジ
ュ
ニ
ア
体

操
ク
ラ
ブ
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
島
原
市
体
操
協
会
事
務
局

松
尾
さ
ん
（
☎
�
２
９
６
２
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

島原市体操協会
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瑞雲山本光寺（幸田町）
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公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

公民館
こうざ
じょうほう

　　　　    「デザイン書」講座
　字の上手下手は関係なし！オリジ
ナルの書体と詩で世界に一つのポス
トカードを作りませんか。
●と　き　８月 19 日（水）
　　　　　朝の部　10 時 30 分～
　　　　　夜の部　19 時～
●募集人数　朝の部　10 人
　　　　　　夜の部　10 人
●受講料　無料（材料費 500 円が必要）

　　　　　　夏休み子ども英会話教室
　小学５・６年生を対象とした３日間の短期コースです。
　楽しみながら英会話を学んでみませんか。
●と　き　８月 18 日（火）・19 日（水）・20 日（木）
　　　　　計３回　10 時～ 11 時 30 分
●募集人数　30 人（先着順）
●対象者　市内在住の小学５・６年生
●受講料　無料　　　　●申込期間　８月３日（月）～７日（金）

森岳公民館

三会公民館

　　　　　  和菓子教室～日本の涼 和菓子今昔物語～
　暑い季節に涼を呼ぶ、冷たい和菓子（水まんじゅう、
葛まんじゅう）を作ってみませんか？
●と　き　①８月２４日（月）　19 時 30 分～
　　　　　②８月３１日（月）　19 時 30 分～
●募集人数　①、②それぞれ 16 人
●受講料　無料（材料費 600 円が必要）
●申込期間　８月３日（月）～
●持参品　エプロン、三角巾など

　　　　　【夏休み企画】
　　　　　　親子でデコパージュ石けんづくり
　夏休みに親子で好きな絵柄を入れたマイ石けんを
作ってみませんか。
●と　き　①８月 24 日（月）　13 時 30 分～
　　　　　②８月 25 日（火）　19 時 30 分～
※①、②ともに内容は同じ。どちらか 1 回のみ参加できます
●募集人数　①、②それぞれ 10 組（先着順）
●受講料　無料（材料費 500 円が必要）
●申込期間　８月３日（月）～　●持参品　工作用はさみ

　　　　　　お花の小物づくり教室
　プリザーブドフラワー（枯れない花）を使って可
愛いポットを作ってみませんか。
●と　き　①８月 24 日（月）　19 時～
　　　　　②８月 26 日（水）　13 時 30 分～
※①、②ともに内容は同じ。どちらか 1 回のみ参加できます
●募集人数　①、②それぞれ 10 人（先着順）
●受講料　無料（材料費 1200 円が必要）
●申込期間　８月３日（月）～　●持参品　工作用はさみ

安中公民館

白山公民館

　ルーシーダットン（タイ式ヨガ）教室
　タイ式ヨガで「仙人体操」ともいわれている「ルーシーダットン」を体験してみませんか。
　初めての人でも簡単に行っていただける健康法です。

●持参品　バスタオルまたはヨガマット（床に敷くため）、汗拭き用タオル、飲み物
●対象者　男女は問いません　●申込期間　８月３日（月）～　●講　師　門畑悦子 先生

いきいき健康ポイント対象事業

●と　き　①８月19日（水）　13時30分～14時30分
　　　　　②８月21日（金）　19時30分～20時30分
●募集人数　①、②それぞれ 20 人（先着順）

白山公民館
●と　き　①９月２日（水）　19時30分～20時30分
　　　　　②９月３日（木）　13時30分～14時30分
●募集人数　①、②それぞれ 20 人（先着順）

安中公民館

15　　平成27.8.



新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp/

情
報

くら
し
の

nformationI

■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111
■ 有明庁舎（代表）    ☎ 68-1111
　 ・有明支所
　 ・産業部 （産業政策課・しまばら
　　ブランド営業課・農林水産課）
　・教育委員会（教育総務課・学校
　　教育課・社会教育課・スポーツ課）
　・農業委員会
　・ 水道課
■ 電子メール
 　info@city.shimabara.lg.jp
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島
原
市
職
員
の
募
集

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数　
一
般

　
事
務
、
行
政
、
文
化
財
調
査
、
一
般

　
事
務
（
社
会
人
経
験
者
）
…
そ
れ
ぞ

　
れ
若
干
名

▼
採
用
予
定
日　
平
成
28
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格

①
一
般
事
務
…
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
し
、
平
成
6
年
４
月
２
日
～
平

　
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
行
政
…
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
し
、
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
６

　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

③
文
化
財
調
査
…
大
学
卒
業
程
度
の
学

　
力
を
有
し
、
昭
和
40
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
要
件
に

　
す
べ
て
該
当
す
る
人

・
博
物
館
法
第
５
条
に
規
定
す
る
学
芸

　
員
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

　
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
当
該
資
格
を

　
取
得
す
る
見
込
み
の
人

・
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
お
い
て
日
本

　
史
学
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
課
程
を

　
専
攻
し
た
人

④
一
般
事
務
（
社
会
人
経
験
者
）
…
昭

　
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人

※
全
職
種
と
も
、
採
用
後
は
市
内
に
居

　
住
で
き
る
人

▼
試
験
日
・
試
験
会
場
・
試
験
内
容

◎
第
一
次

・
体
力
試
験
…
９
月
19
日
㈯　
第
一
中

　
学
校
運
動
場
（
雨
天
時
は
同
校
体
育

　
館
）

・
学
力
試
験
…
９
月
20
日
㈰　
島
原
文

　
化
会
館
お
よ
び
森
岳
公
民
館

①
一
般
事
務
…
体
力
試
験
、
学
力
試
験

　
（
教
養
、
適
正
、
作
文
）

②
行
政
…
体
力
試
験
、
学
力
試
験
（
教

　
養
、
専
門
、
作
文
）

③
文
化
財
調
査
…
学
力
試
験
（
社
会
人

　
基
礎
、
専
門
）

④
一
般
事
務
（
社
会
人
経
験
者
）
…
学

　
力
試
験
（
社
会
人
基
礎
、
論
文
）

◎
第
二
次　
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み

　
実
施

▼
受
付
期
限　
８
月
20
日
㈭
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
20
日
㈭
ま
で
の

　
消
印
有
効

▼
採
用
試
験
要
綱
な
ど
の
請
求
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
力
…
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.shi

　

m
abara.lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

②
直
接
請
求
…
秘
書
人
事
課
人
事
班
ま

　
た
は
有
明
支
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ

　
さ
い

③
郵
送
に
よ
り
請
求
…
１
２
０
円
分
の

　
切
手
を
貼
っ
た
宛
て
先
明
記
の
返
信

　
用
封
筒
（
角
２
）
を
同
封
し
、
秘
書
人

　
事
課
人
事
班
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
方
法
な
ど

①
提
出
書
類
…
採
用
試
験
申
込
書
、
官

　
製
は
が
き
（
受
験
票
用
）

※
試
験
職
種
が
「
文
化
財
調
査
」
の
人

　
は
、
学
芸
員
の
資
格
証
書
の
写
し
（
取

　
得
見
込
み
の
人
を
除
く
）

②
申
込
時
の
注
意
事
項
…
「
採
用
試
験

　
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
指
定
さ
れ
た
大
き
さ
の
写
真
を
貼
っ

　
た
上
、
宛
て
先
明
記
の
官
製
は
が
き

　
（
受
験
票
用
）
を
添
え
て
、
秘
書
人

　
事
課
人
事
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
※
郵
送
の
場
合
は
、
宛
て
先
明
記
の
官

　
製
は
が
き
（
受
験
票
用
）
を
同
封
し
、

　
封
書
（
簡
易
書
留
扱
い
）
で
秘
書
人

　
事
課
人
事
班
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

　
（
は
が
き
が
な
い
場
合
は
受
験
票
を

　
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
人
事

　
課
人
事
班
（
〒
８
５
５
‐
８
５
５
５

　
島
原
市
上
の
町
５
３
７
番
地　
☎
内

　
線
１
２
６
）

非
常
勤
職
員
の
募
集

▼
職
務
内
容　
公
民
館
事
務
補
助

▼
応
募
資
格　
社
会
教
育
活
動
に
意
欲

　
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ

　
ク
セ
ル
な
ど
）操
作
の
で
き
る
ほ
か
、

　
市
内
在
住
の
人
、
併
せ
て
自
動
車
免

　
許
を
有
し
て
い
る
人

▼
応
募
方
法　
顔
写
真
を
貼
っ
た
履
歴

　
書
（
写
真
貼
付
）
を
社
会
教
育
課
に

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
期
間　
8
月
12
日
㈬　
17
時
ま

　
で

▼
勤
務
場
所　
市
内
公
民
館

▼
採
用
予
定
人
数　
１
人

▼
雇
用
期
間　
９
月
～
平
成
28
年
３
月

募　
集

平成 27.8.　　16



く　　　情報らしの
▼
勤
務
時
間　
月
曜
～
金
曜　
9
時
～

　
16
時
30
分

▼
賃　
金　
日
額
５
０
０
０
円
（
冬
季

　
一
時
金
あ
り
）

▼
試
験
内
容

　
一
次
試
験
…
書
類
選
考

　
二
次
試
験
…
パ
ソ
コ
ン
試
験
、
面
接

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課
（
☎

　
�
５
４
７
３
）

指
定
管
理
者
の
募
集

▼
公
募
す
る
施
設

①
島
原
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯

②
島
原
城

▼
指
定
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
か

　
ら
原
則
５
年
間
（
た
だ
し
、
初
め
て

　
指
定
管
理
者
に
な
る
場
合
は
３
年

　

間
）

▼
応
募
資
格　
し
ま
ば
ら
観
光
お
も
て

　
な
し
課
で
配
布
し
て
い
る
募
集
要
項

　
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
募
集
要
項
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
応
募
期
限　
９
月
24
日
㈭
ま
で

▼
募
集
説
明
会

○
８
月
７
日
㈮　
９
時
～

※
場
所
は
、
市
役
所
３
階
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先　
し
ま
ば
ら
観
光
お

　
も
て
な
し
課
（
☎
�
８
０
１
９
）

※
募
集
説
明
会
に
関
す
る
こ
と
は
政
策

　
企
画
課
（
☎
�
８
０
１
２
）

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合　

消
防
吏
員
の
募
集

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数　

○
消
防
吏
員
（
試
験
区
分
Ａ
・
Ｂ
）
…

　
７
人
程
度

○
消
防
吏
員
（
試
験
区
分
Ｃ
）
…
１
人

　
程
度

▼
採
用
予
定
日　
平
成
28
年
4
月
1
日

▼
受
験
資
格

①
試
験
区
分
Ａ
…
平
成
５
年
4
月
2
日

　
か
ら
平
成
９
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

　
く
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
す
る
人

②
試
験
区
分
Ｂ
…
平
成
９
年
4
月
2
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育

　
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ

　
と
同
等
と
認
め
る
学
校
な
ど
を
平
成

　
28
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
人

③
試
験
区
分
Ｃ
…
昭
和
41
年
4
月
2
日

　
か
ら
昭
和
58
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人
で
、
現
に
消
防
吏
員
と
し

　
て
勤
務
し
て
い
る
人

※
採
用
後
は
、
島
原
地
域
広
域
市
町
村

　
圏
組
合
消
防
本
部
の
管
轄
区
域
内 

　
（
島
原
市
、
南
島
原
市
、
雲
仙
市
国

　
見
町
お
よ
び
瑞
穂
町
）
に
居
住
で
き

　
る
人

※
自
動
車
運
転
免
許
の
普
通
免
許（
オ
ー

　
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
普
通
免
許
は
除
く
。

　
以
下
同
じ
）
を
取
得
し
て
い
る
人
ま

　
た
は
採
用
の
日
ま
で
に
普
通
免
許
を

　
取
得
で
き
る
人
（
た
だ
し
、
平
成
28

　
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
は
、
採

　
用
後
１
年
以
内
に
普
通
免
許
を
取
得

　
で
き
る
人
）
で
採
用
後
、
５
年
以
内

　
に
大
型
免
許
を
取
得
で
き
る
人

▼
試
験
日
・
試
験
会
場
・
試
験
内
容

◎
試
験
区
分
Ａ
・
Ｂ

○
第
1
次

・
９
月
19
日
㈯　
第
二
中
学
校
運
動
場

　
（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
）
…
体
力

　
試
験

・
９
月
20
日
㈰　
島
原
地
域
広
域
市
町

　
村
圏
組
合
消
防
本
部
…
学
力
試
験
（
教

　
養
、
適
正
）

○
第
2
次　
第
1
次
試
験
合
格
者
の
み

　
実
施

◎
試
験
区
分
Ｃ

・
９
月
20
日
㈰　
島
原
地
域
広
域
市
町

　
村
圏
組
合
消
防
本
部
…
小
論
文 

・ 

面

　
接
試
験

▼
受
付
期
間　
8
月
３
日
㈪
～
８
月
20

　
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
20
日
ま
で
の
消

　
印
有
効

▼
申
込
方
法　
消
防
本
部
総
務
課
に
備

　
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
地
域

　
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
総
務

　
課
（
〒
８
５
５
‐
０
０
３
３　
新
馬

　
場
町
８
７
２
番
地
２　
☎
�
７
７
１

　
１
）

放
送
大
学　
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第
2

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
福
祉
・
経
済
・

歴
史
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間　
９
月
20
日
㈰
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
放
送
大
学
長
崎
学

　
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５
‐
８
１
３

　
‐
１
３
１
７
）

市
役
所
の
土
日
窓
口
業
務
閉
庁

　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業
の
た
め
、

市
役
所
本
庁
、
有
明
支
所
の
窓
口
業
務

を
次
の
日
程
に
よ
り
閉
庁
し
ま
す
。

▼
と　
き　
８
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
、

　
９
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

　
ス
課
（
☎
内
線
１
８
１
）

お
盆
期
間
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

　
お
盆
中
（
８
月
13
日
㈭
～
８
月
17
日

㈪
）の
可
燃・不
燃・資
源
ご
み
の
収
集
、

し
尿
く
み
取
り
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
知
ら
せ

17　　平成27.8.
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17 日（月）
対象地区
のみ収集

○

対象地区
のみ収集

○

○

×

16 日（日）

×

×

×

×

×

×

15 日（土）

×

午前中のみ

×

×

×

×

14 日（金）
対象地区
のみ収集

○

×

×

×

○

13 日（木）
対象地区
のみ収集

○

対象地区
のみ収集

○

○

○

区　　分

収集業務

自己搬入（東部リレーセンター）

収集業務

自己搬入（島原リサイクルプラント）

島原地区

有明地区

可燃ごみ

不燃ごみ
資源ごみ

し尿
くみ取り

※
し
尿
く
み
取
り
（
有
明
地
区
）
は
業

　
者
に
よ
り
営
業
日
が
異
な
り
ま
す

　
詳
し
く
は
、
直
接
業
者
へ
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ク
リ
ー
ン

　
資
源
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

事
業
系
ご
み
の
処
理

　
会
社
、
商
店
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な

ど
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
（
事
業
系
ご

み
）
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
自
ら
の

責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
が
収
集
す
る
ご
み
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
だ
け
で
す
。

　
事
業
系
ご
み
は
、
家
庭
ご
み
の
集
積

場
所
へ
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い

て
は
、次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法

①
自
ら
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
（
産
業

　
廃
棄
物
、
処
理
困
難
物
は
搬
入
で
き

　
ま
せ
ん
）

○
燃
や
せ
る
ご
み
…
前
浜
町
の
東
部
リ

　
レ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
０
５
０
０
）

○
燃
や
せ
な
い
ご
み
…
西
町
の
島
原
リ

　
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
（
☎
�
４
８

　

８
５
）

②
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ

　
依
頼
す
る
（
許
可
業
者
は
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ク
リ
ー
ン

　
資
源
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

①
夏
休
み
作
品
作
り　
9
時
30
分
～

②
救
急
講
習
会　
13
時
～
15
時

※
昼
食
も
あ
り
ま
す

▼
と
こ
ろ　
白
山
公
民
館

▼
対
象
者

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
（
保
護
者

　
も
可
）

②
ひ
と
り
親
家
庭
の
親（
母
、父
、寡
婦
）

▼
参
加
料　
無
料

▼
服　
装

①
汚
れ
て
も
い
い
服
装

②
動
き
や
す
い
服
装

▼
申
込
期
限　
８
月
７
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原

　
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
☎
０
８
０
‐

　
４
２
８
０
‐
５
１
４
７
）
ま
た
は
、

　
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家
庭
班
（
☎
内
線

　
２
７
９
）

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

①
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
急
病
な
ど
緊
急
時
に
、
自
宅
に
設
置

し
た
専
用
機
器
の
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し

て
通
報
し
ま
す
。
通
報
を
受
け
た
市
の

委
託
業
者
が
内
容
を
判
断
し
、
利
用
者

が
事
前
に
登
録
し
た
緊
急
連
絡
先
・
協

力
者
（
親
族
・
知
人
・
近
所
の
人
な
ど
）

へ
連
絡
す
る
ほ
か
、
救
急
車
の
出
動
要

請
な
ど
を
行
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
「
現
況
届
」

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
「
所
得
状

況
届
」

　
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る
人
、
な

ら
び
に
支
給
停
止
中
の
人
は
現
況
（
所

得
状
況
）
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
手
続
き
は
必
ず
受
給
者
本
人

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
…
８
月
17
日

　
㈪
～
８
月
21
日
㈮

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
…

　
８
月
17
日
㈪
～
８
月
19
日
㈬

※
届
け
出
が
無
い
場
合
、
８
月
以
降
の

　
手
当
て
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
受
付
期
間
中
に
手
続
き
が
で
き
な
い

　
人
は
、
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
必
ず
手

　
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
申
請
方
法　
必
要
書
類
お
よ
び
印
鑑

　
な
ど
を
持
参
し
、
こ
ど
も
課
ま
た
は

　
有
明
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
土
曜
・
日
曜
の
受
付
は
、
市
民
窓
口

　
サ
ー
ビ
ス
課
・
有
明
支
所
で
行
い
ま

　
す
（
午
前
中
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
課
こ
ど
も

　
家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
８
）
ま
た
は

　
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
７
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
「
夏
休

み
作
品
作
り
」
と
「
救
急
講
習
会
」

▼
と　
き　
8
月
23
日
㈰

※お盆前は大変込み合
います。早めの申し込
みをお勧めします
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く　　　情報らしの
　
そ
の
他
、
月
２
回
、
委
託
業
者
が
電

話
で
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65

　
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
日
常
生

　
活
に
不
安
が
あ
る
人

※
電
話
回
線
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
）
が
必
要

▼
利
用
者
負
担
金　
月
額
３
０
０
円　

　
（
通
話
料
金
な
ど
は
自
己
負
担
）

②
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
定
期
的
（
平
日
午
前
中
の
週
１
～
３

回
）
に
、
市
の
嘱
託
員
が
希
望
者
宅
へ

電
話
を
か
け
、
安
否
確
認
や
日
常
生
活

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65

　
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
で
日
常

　
生
活
に
不
安
が
あ
る
人

▼
利
用
者
負
担
金　
無
料

③
救
急
医
療
情
報
カ
プ
セ
ル
配
付

　
医
療
情
報
や
緊
急
連
絡
先
を
記
入
し

た
用
紙
を
カ
プ
セ
ル
に
封
入
し
て
自
宅

に
備
え
て
お
き
ま
す
。
自
宅
で
具
合
が

悪
く
な
り
救
急
搬
送
さ
れ
る
際
、
本
人

か
ら
詳
し
い
病
状
把
握
が
困
難
な
場
合

に
、
救
急
隊
員
な
ど
が
カ
プ
セ
ル
を
開

封
し
、迅
速
な
救
命
措
置
に
役
立
て
ま
す
。

　
救
急
隊
員
な
ど
が
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
随
時
、
最
新
の
情
報
を
記

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65

　
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
、
高
齢

　
者
だ
け
の
世
帯
、
日
常
生
活
に
不
安

　
が
あ
る
人
な
ど

▼
利
用
者
負
担
金　
無
料

①
～
③
の
申
込
方
法

　
福
祉
課
お
よ
び
有
明
支
所
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
①
の
み
印
鑑
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課

地
域
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
７
）

８
月
６
日
・
９
日
・
15
日
は

「
黙
と
う
」
を
お
願
い
し
ま
す

　
広
島
・
長
崎
両
被
爆
地
で
は
、
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
８
月
６
日
・
９
日

に
、
そ
れ
ぞ
れ
犠
牲
者
の
慰
霊
式
な
ら

び
に
平
和
祈
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
15
日
に
は
、
全
国
戦
没

者
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
式
典
に
合
わ
せ
原
爆

死
没
者
や
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
と
と

も
に
、
平
和
を
願
い
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
の
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
施
設

な
ど
に
お
い
て
は
半
旗
の
掲
揚
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
日
時

・
８
月
６
日
㈭　
８
時
15
分
（
広
島
）

・
８
月
９
日
㈰　
11
時
２
分
（
長
崎
）

・
８
月
15
日
㈯　
12
時
（
全
国
戦
没
者

　
追
悼
式
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
地
域
福
祉

　
班
（
☎
内
線
３
３
１
）

戦
没
者
慰
霊
奉
賛
金
に
対
す
る

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
10
月
に
市
お
よ
び
県

で
開
催
す
る
戦
没
者
追
悼
式
に
対
し
、

町
内
会
・
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
趣

旨
に
つ
い
て
深
い
ご
理
解
の
も
と
、
奉

賛
金
と
し
て
、
世
帯
あ
た
り
１
０
０
円

（
県
60
円
、
市
40
円
）
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
奉
賛
金
は
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
福
祉
課
地
域
福
祉
班
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
町
内
会
・
自
治
会
未
加

入
の
人
な
ど
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
戦
没
者
慰
霊
奉

　
賛
会
事
務
局
（
福
祉
課
地
域
福
祉
班

　
☎
内
線
３
３
１
）

「
島
原
都
市
計
画 

都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

の
変
更
」
案
の
縦
覧

▼
縦
覧
期
間　
８
月
11
日
㈫
～
25
日
㈫

　
９
時
～
17
時
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所　
都
市
整
備
課
、
長
崎
県

　
都
市
計
画
課
、
島
原
振
興
局
道
路
都

　
市
計
画
課

※
都
市
計
画
の
案
に
意
見
が
あ
る
場
合

　
は
、
縦
覧
期
間
中
、
意
見
書
を
提
出

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
意
見
の
提
出
先　
長
崎
県
都
市
計
画

　
課
（
〒
８
５
０
‐
８
５
７
０　
長
崎

　
市
江
戸
町
２
番
地
13　
☎
０
９
５
‐

　
８
９
４
‐
３
０
３
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課
（
内

　
線
☎
２
２
６
）

公
開
文
化
講
座
２
０
１
５

「
島
原
城
薪
能
と
松
平
文
庫
」

　
松
平
文
庫
に
残
る
能
や
狂
言
の
資
料

の
見
学
や
島
原
の
歴
史
・
古
典
芸
能
を

島
原
子
ど
も
狂
言
に
参
加
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

▼
と　
き　
8
月
７
日
㈮　
18
時
30
分

救急医療情報カプセル

緊急通報システム

19　　平成27.8.



nformationI

　
～
20
時

▼
と
こ
ろ　
島
原
図
書
館

▼
参
加
料　
無
料

▼
講　
師　
松
尾
卓
次
先
生
（
島
原
城

　
専
門
員
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課
（
☎

　
�
５
４
７
３
）

調
理
補
助
員
養
成
講
習
受
講
生
募
集

▼
と　
き　
８
月
25
日
㈫
～
９
月
17
日

　
㈭　
（
計
８
回
）　
10
時
～
14
時

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館

▼
対
象
者　
55
歳
以
上
の
人

▼
募
集
人
数　
15
人

▼
申
込
期
限　
８
月
17
日
㈪
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

　
７
２
２
２
）

普
通
救
命
講
習
会
開
催

▼
と　
き　
9
月
9
日
㈬　
13
時
～
16

　
時

▼
と
こ
ろ　
島
原
消
防
本
部

▼
申
込
方
法　
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
（http://w

w
w

.shim
abara-a

　

rea.net/site/ffh.php

）
か
ら
「
救

　
命
講
習
受
講
申
込
書
兼
受
講
票
」
を

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
消
防
署
へ
持
参
す
る
か
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　
8
月
29
日
㈯
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原

　
広
域
消
防
本
部
警
防
課
（
☎
�
３
０

　
８
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
１
３
３
）　

気
管
挿
管
実
習
に
ご
協
力
を

　
島
原
消
防
本
部
で
は
、
す
で
に
11
人

の
救
急
救
命
士
が
気
管
挿
管
認
定
を
受

け
、
現
在
、
二
次
医
療
機
関
に
て
実
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
救
急
救
命
士
の
役
割
と
業
務

　
救
急
救
命
士
は
、
一
般
の
救
急
隊
員

が
行
う
応
急
処
置
の
ほ
か
、
心
肺
停
止

状
態
の
人
に
救
命
処
置
を
救
急
現
場
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
国
家
資
格
取
得
者

で
す
。

▼
気
管
挿
管
認
定
救
急
救
命
士

　
救
急
現
場
で
気
管
挿
管
を
実
施
す
る

に
は
、
麻
酔
科
専
門
医
（
麻
酔
担
当
医

師
）
の
指
導
に
よ
る
病
院
内
（
手
術
室
）

実
習
、
30
症
例
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
全
身
麻
酔
を
受
け
る
際
に
は
、
救
急

救
命
士
に
よ
る
気
管
挿
管
実
習
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
消
防
本
部（
☎

　
�
３
０
８
０
）

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免
許

試
験
の
お
知
ら
せ

▼
と　
き　
９
月
26
日
㈯

▼
と
こ
ろ　
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ソ
シ
ア

▼
試
験
の
種
類
・
提
出
先

申請書提出先
長崎県労働基準協会
☎ 095-849-2450
日本ﾎﾞｲﾗ協会福岡支部
☎ 092-411-2625
日本ｸﾚｰﾝ協会長崎支部
☎ 095-822-8929
林業・木材製造業労働災害防止協会
長崎県支部　☎ 0957-27-1670
長崎県火薬保安協会
☎ 095-823-4396

試験の種類
第一種衛生管理者、第二種衛生管理者、
ガス溶接作業主任者、潜水士

一級ボイラー技士、二級ボイラー技士

クレーン・デリック運転士［クレーン限
定］、移動式ｸﾚｰﾝ運転士

林業架線作業主任者

発破技士

▼
受
付
期
間　
８
月
17
日
㈪
ま
で

※
申
請
書
は
各
提
出
先
で
お
求
め
く
だ

　
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
九
州
安
全
衛
生
技

　
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２
�
３
３

　
８
１
）

「
労
働
相
談
」

　
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は

労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
働
く
人
と

経
営
者
の
双
方
か
ら
、
無
料
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
へ
来
所
す
る
か
、
ま
た
は
電
話
を

通
じ
て
の
相
談
ど
ち
ら
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
日
時

〇
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
相
談　
月
曜

　
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）　
９
時
～

　
17
時
45
分

〇
弁
護
士
に
よ
る
相
談（
事
前
予
約
制
）

　
毎
月
第
４
水
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
労
働
相
談
情

　
報
セ
ン
タ
ー
（
長
崎
市
江
戸
町
２
番

　
13　
☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
１
４

　
５
７
、
ま
た
は
☎
０
９
５
‐
８
２
１

　
‐
１
４
５
７
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
設
け

ら
れ
た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　
制
度
を
利
用
す
る
と
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
新
規
加
入
や
掛
金
を
増
額
す
る
場
合
、

　
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

○
制
度
の
掛
金
は
、
全
額
非
課
税
と
な

　
り
ま
す
。
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
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○
掛
金
は
口
座
振
替
で
す
の
で
手
間
が

　
か
か
り
ま
せ
ん
。
社
外
積
立
で
管
理

　
も
簡
単
で
す

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も

加
入
で
き
ま
す
。
気
軽
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
中
小
企
業
退
職
金

　
共
済
事
業
本
部
（
☎
０
３
‐
５
９
５

　
５
‐
８
２
１
１
）

島
原
農
高
地
区
別
学
校
説
明
会

「
し
ま
の
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

▼
と　
き　
８
月
26
日
㈬　
19
時
～
20

　
時

▼
と
こ
ろ　
島
原
農
業
高
校
会
議
室

▼
対
象
者　
島
原
半
島
に
在
住
の
中
学

　
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

※
中
学
１・
２
年
生
も
可

▼
内　
容　
学
校
説
明
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像

　
に
よ
る
学
科
紹
介
、
部
活
動
紹
介
、

　
在
校
生
・
卒
業
生
を
交
え
た
座
談
会
、

　
進
学
相
談
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　

島
原
農
業
高
校

　
（
☎
�
５
１
２
５
）

「
第
７
回
野
生
動
物
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展
」

▼
と　
き　
８
月
11
日
㈫
～
８
月
31
日

　
㈪　
９
時
～
17
時

※
期
間
中
は
休
館
日
な
し

▼
と
こ
ろ　
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

　
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先　
自
然
公
園
財
団
・
雲

　
仙
支
部
（
☎
０
９
５
７
�
２
５
４

　
３
）
ま
た
は
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー

　
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
６
７
５
２
）

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

▼
と　
き　
９
月
12
日
㈯　
13
時
30
分

　
～
16
時
（
開
場
13
時
）

▼
と
こ
ろ　
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

　
（
雲
仙
市
南
串
山
町
）

▼
内　
容　
「
地
域
で
脳
卒
中
を
支
え

　
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
師
・
救
急

　
救
命
士
・
理
学
療
法
士
・
介
護
支
援

　
専
門
員
が
講
演
を
行
い
ま
す

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
病
院
地
域
医

　
療
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
１
４
５
）

高
次
脳
機
能
障
が
い
に
関
す
る
相
談

　
高
次
脳
機
能
障
が
い
と
は
、
脳
卒
中

や
交
通
事
故
な
ど
で
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を

負
っ
た
後
、「
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら

れ
な
い
」、「
物
事
に
集
中
で
き
な
い
」、

「
段
取
り
よ
く
行
動
で
き
な
い
」
な
ど

と
い
っ
た
症
状
が
表
れ
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
に
支
障
を
来
し
や
す
く
な
る

障
が
い
で
す
。

　
障
が
い
が
外
見
上
目
立
た
な
い
こ
と

か
ら
、
本
人
も
気
付
き
に
く
く
、
周
囲

か
ら
の
理
解
も
得
ら
れ
に
く
い
た
め
、

適
切
な
配
慮
が
さ
れ
に
く
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
の
た
め
、
生
活
や

仕
事
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　

毎
週
月
曜
～
金
曜　
９

　
時
～
17
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ　
県
南
保
健
所

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
南
保
健
所
地
域

　
保
健
課
（
☎
�
３
２
８
９
）、
長
崎

　
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
５
‐
８
４
４
‐
５
５
１
５
）

下
期
（
10
月
か
ら
３
月
ま
で
）
の

保
険
料
前
納

　
国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割

引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
現
金
納
付
で
の
前
納　
年
度
当
初
に

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
い
る

　
下
期
用
の
納
付
書
を
使
用
し
て
11
月

　
２
日
㈪
ま
で
に
ま
と
め
て
納
め
て
く

　
だ
さ
い
。（
毎
月
納
付
に
比
７
６
０

　
円
の
割
引
）

▼
口
座
振
込
で
の
前
納　
口
座
振
込
で

　
６
カ
月
分
の
保
険
料
を
納
付
す
る
と

　
さ
ら
に
お
得
で
す
。
口
座
振
込
で
保

　
険
料
の
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
８

　
月
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
諫

　
早
年
金
事
務
所
に
口
座
振
替
申
出
書

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
毎
月
納

　
付
に
比
べ
１
０
６
０
円
の
割
引
）

諌
早
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る

年
金
出
張
相
談
（
８
月
～
10
月
）

▼
と　
き　
８
月
19
日
㈬
、
９
月
16
日

　
㈬
・
24
日
㈭
、
10
月
21
日
㈬　
10
時

　
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
ロ

　
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

※
９
月
24
日
は
10
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
は
相
談
日
の
2
カ
月
前
か
ら
可

　
能
で
す

　
年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
諫
早
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
５
７
�

１
６
６
３
）・
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課

国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
50
ｃ
ｃ
バ
イ
ク

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
課
市
民

　
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

不
要
品
の
交
換

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー
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●人　口  46,998 人（＋６）
●男　性  21,772 人（＋０）
●女　性  25,226 人（＋６）
●世帯数  19,223 世帯（＋ 17）

出生　31件　死亡　48件
転入　94件　転出　68件

人の動き（７月１日現在）

お や こ
ッ ン

de

ク グキ

夏休みに親子で作ってみませんか
～野菜を使った、甘さひかえめひんやりスイーツ～

にんじんとヨーグルトのアイス
＊エネルギー 75kcal1 人分栄養価

●島原市ホームページ（http://www.city.shimabara.lg.jp/）
●ケーブルテレビ
・カボチャテレビ（土曜　8:30、10:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00
　　　　　　　　  日曜　8:00、15:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00）
・ひまわりテレビ（月曜～金曜　18:45）
●コミュニティＦＭ　ＦＭしまばら（88.4MHz）（月曜～金曜　９:10、15:10）
●新　聞　・島原新聞 市役所欄（随時）
　　　　　・長崎新聞 市政情報コーナー（毎月第２・４火曜）

情報発信 市政情報などは、次の方法でも情報発信しています

材料（２人分） 作り方
　●にんじん……………60 ｇ
　●レモン汁……………少々
　　　●プレーンヨーグルト…大さじ６
　　　●牛乳……………………大さじ３
　　　●はちみつ……大さじ１と１/ ２
　　　●砂糖……………………小さじ２

①にんじんは、適当な大きさに
　切り、茹でて、水気を切り、
　レモン汁をふりかけておく
② ①と A をミキサーにかける
③容器に入れて冷凍庫で冷やし
　て固める

施 設 情 報

有明総合文化会館

　　　　　　「古本をお譲りします」
　島原図書館では、一定の期間を過ぎた除籍本を
次のとおりお譲りします。
　▶と　き　８月 12 日（水）～ 14 日（金）
　　　　　　９時～ 17 時
　▶料　金　無料　※１人５冊以内
　▶問い合わせ先　島原図書館（☎ 64-4115）

島原図書館

「美人の湯」の営業時間を延長します
　有明福祉センターの「美人の湯」（リフレッシュ
浴場）の営業時間を通常より 30 分延長します。
　▶延長期間　８月１日（土）～ 31 日（月）
　　　　　　　10 時～ 21 時 30 分
　　　　　　　（火曜日は休業日）
　※通常は、10 時から 21 時まで営業
　▶料　金　市民：大人 310 円、70 歳以上 210 円、
　　　　　　　　 子供 150 円
　　　　　　市外の人：大人 520 円・子供 260 円
　▶問い合わせ先　美人の湯（☎ 68-3466）

有明福祉センター

「水中シェイプアップ教室」参加者募集
　市立温水プールでの自主事業として、日ごろ、運
動不足を感じている人を対象に「水中シェイプアッ
プ教室」を開催します。
　▼と　き　９月３日（木）～ 10 月 22 日（木）
　　　　　　毎週木曜日　13 時～ 14 時（計８回）
　▼募集人数　30 人（先着順）
　▼参加料　1500 円
　▼準備品　水着、水泳帽子、ゴーグル、バスタオル
　▼申込期間　８月９日（日）～８月 30 日（日）
　▼申込方法　市立温水プールに備え付けの申込書
　　　　　　　と参加料を添えて直接、申し込んで
　　　　　　　ください（電話での申込は不可）
　　　　　　　※月曜日（休場日）を除く
　▼申し込み・問い合わせ先　市立温水プール
　　　　　　　　　　　　　　（☎ 63-4314）

「グリーンウェーブバックヤードツアー」
　有明総合文化会館の文化事業として、小中学生
を対象とした「バックヤードツアー」を開催します。
　▶と　き　８月 19 日（水）
　　　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
　▶対象者　市内の小中学生
　▶募集人数　20 人（応募者多数の場合は抽選）
　▶参加料　無料
　▶申込期間
　　８月 10 日（月）まで
　▶問い合わせ先
　　有明総合文化会館
　　（☎ 68-5800）

有明総合文化会館市立温水プール

Ａ
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新刊図書紹介 ８月の催し

　８月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内線
184）で無料相談を行います。なお、行政相談のみ有明福祉
センターでも受け付けます。
◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　８月　４日（火）　13 時～ 15 時　　古瀬行政相談委員
　　８月 11 日（火）　13 時～ 15 時　　金子行政相談委員
　　８月 18 日（火）　13 時～ 15 時　　梅澤行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
　　８月　５日（水）　13 時～ 15 時　　宇土行政相談委員
◆人権相談（人権擁護委員）
　　８月  ５日（水）　13 時～ 16 時
◆不動産に関する相談（県宅地建物取引業協会）
　　８月 17 日（月）　13 時～ 16 時
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約　月初めから予約受付】
　　８月 20 日（木）　13 時～ 16 時
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など
　公証人法律相談（島原公証役場　公証人）
　　８月 26 日（水）　13 時～ 16 時
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　８月 27 日（木）　10 時～ 16 時

島原図書館
■ 工作教室「きらきら　アクアドームをつくろう」
　 募集人数　10 人　　　　　　　 １日（土）10 時～
■ 夏休み映画会「つるにのって」「フィリックス・ザ・キャット」
　 　　　　　　　　　　　　　　　７日（金）14 時～
■ おはなしのじかん　　　　　　　８日（土）11 時～
■ ８月の映画会「明日～ＴＯＭＯＲＲＯＷ」（大人向け）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ９日（日）14 時～
■ おはなしのじかん　　　　　 　15 日（土）11 時～
■ よるのおはなし会　　　　　 　21 日（金）18 時 30 分～
■ おはなしひろば　　　　　 　　22 日（土）11 時～
■ おはなしのじかん０･ １･ ２　  26 日（水）11 時～
■ おはなしのじかん　　　　 　　29 日（土）11 時～
■ 郷土史を学ぼう会 
　「松平家と『長崎御用』」　（講師：松尾晋一 先生）
　　と　き　29 日（土）14 時～　　ところ　森岳公民館  

有明図書館
■ ちいさなおはなしかい　　　　  ８日（土）14 時 30 分～
■ 夏休み図書館応援団　　　　  　９日（日）まで
　※時間など詳しくは有明図書館へ問い合わせてください
■ おはなしのじかん　　　　　　22 日（土）14 時 30 分～
■ 夏休み上映会「トムとジェリーとなかまたち」
　　　　　　　　　　　　　　　 24 日（月）13 時 30 分～

「日付変更線」
　辻仁成  著　　集英社
　祖父がハワイの日系２世で、第２次世
界大戦時に日系アメリカ人部隊の兵士
だったケインとマナ。マナの祖父は 442
部隊に所属し、欧州で戦死したと思われ
ていたが…。戦時と現在、日、米、欧、
複数の境界線が交わる長編小説。

「冥途あり」
　長野まゆみ  著　　講談社
　東京の下町に生まれ、文字職人として
生きた父。亡くなってから意外な横顔に
触れた娘は、あらためて父の生き方に思
いを馳せるが…。遠ざかる昭和の原風景
とともに描き出す、ある家族の物語。

市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

■「強襲」
　　笹本稜平　著　　徳間書店

■「ザ・原発所長」
　　黒木 亮　著　　  朝日新聞出版
■「太陽は気を失う」
　　乙川優三郎　著　　文藝春秋

■「あの家に暮らす四人の女」
　　三浦しをん　著　　中央公論新社

気軽に相談して

ください

 ・市県民税（第２期）
 ・国民健康保険税（第２期）
 ・後期高齢者医療保険料（第２期）
 ・介護保険料（第２期）
　の納期限は８月 31 日 （月）です
　納付には、便利な口座振替（自動振込）をお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行）、島原雲仙農協、長崎県信漁連など
で受け付けます。
　また、税は主なコンビニエンスストアでも納
付することができますのでご利用ください。
＜問い合わせ先＞
●市県民税…税務課市民税班（☎内線171・172）
●国民健康保険税…税務課市民税班（☎内線176）
●後期高齢者医療保険料、介護保険料…保険健康課
　後期高齢・介護班（☎内線233・234）

納期限のお知らせ

○島原図書館（☎ 64-4115）　開館時間…９時～ 18 時（金曜は 20 時まで開館）
　８月の休館日…３日（月）・10 日（月）・17 日（月）・24 日（月）・31 日（月）

○有明図書館 ( ☎ 68-5808）　開館時間…９時～ 18 時
　８月の休館日…４日（火）・11 日（火）・18 日（火）・25 日（火）・31 日（月）



平
成
27
年
8
月
号

◆
編
集
・
発
行
／
島
原
市
市
長
公
室　
　
〒

855-

8555
長
崎
県
島
原
市
上
の
町
５
３
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
５
７
�
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７
�
６
３
３
４

◆
毎
月
１
日
発
行

◆
編
集
・
発
行
／
島
原
市
市
長
公
室　
　
〒

855-

8555
長
崎
県
島
原
市
上
の
町
５
３
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
５
７
�
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７
�
６
３
３
４

「幸田町への友好親善訪問の旅」

　昨年 10月 11日に開催した「松平家歴史ゆかりのサミット」で島原市と愛知県幸田町は
「歴史と文化の友好交流促進に関する協定」を結びました。
　今回、幸田町への友好親善訪問を実施することで、交流を通した両市町のさらなる発展
に寄与するとともに、友好関係を促進しようとするものです。

▶訪問期日　10 月 31 日（土）から 11 月１日（日）までの２日間
▶参加人員　100 人（概ね、各種団体から約 50 人、一般募集約 50 人）
　　　　　　※応募者多数の場合は抽選となります
▶参加費　　4 万 6000 円（実費 7 万 4000 円のうち、2 万 8000 円を助成）
▶申込方法　事務局（秘書人事課秘書広報班）、有明支所および各地区公
　　　　　　民館に備え付けの参加申込書により島鉄観光に申し込んでく
　　　　　　ださい
▶申込期間　８月３日（月）～８月 21 日（金）　　
▶訪問行程　

10/31（土） 島原市（7:00 発）⇒　長崎空港　⇒　航空機　⇒　中部国際空港　⇒　昼食　⇒　
幸田町歓迎式　⇒　幸田町内観光　⇒　交流会・ホテル（岡崎市内泊）

11/1（日） ホテル　⇒　岡崎城まつりなど観光　⇒　幸田町内観光（昼食含む）　⇒　中部国際
空港（夕食）　⇒　航空機　⇒　長崎空港　⇒　島原市（21:00 着）                

10 月 31日（土）～ 11月１日（日）
参加者募集 !

えこたん
（幸田町イメージキャラクター）

幸田町…島原藩主の松平忠房公が幸田町の出身であり、歴代松平家島原藩
　主の亡骸が、幸田町の瑞雲山本光寺に埋葬されているという歴史的な縁
　をきっかけとし、幸田町との交流が始まりました。
　　幸田町は、標高 300 ｍ級のなだらかな山々に囲まれ、西三河地域唯一
　の町として「人と自然と産業の調和」のとれた田園風景の残る素晴らし
　いまちです。

家康公四百年祭が開催される
岡崎城（岡崎市）

旅行に関する申し込み・問い合わせ先　島鉄観光（☎６3-2341）
幸田町に関する問い合わせ先　「幸田町への友好親善訪問の旅」実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　 　（秘書人事課秘書広報班内☎ 63-1111 内線 124）

瑞雲山本光寺（幸田町）

 ～島原藩松平家のルーツを紐解く～

※航空機以外は貸切バスでの移動です
※行程は都合により変更となる場合があります
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